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佐
野
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

４
月
７
日
、「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
令
さ
れ
た
。
店
舗
へ
の
休
業

要
請
な
ど
様
々
な
「
自
粛
」
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
状
況
に
も
関

わ
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
・
死
者
と
も
に
終
息
の
気
配
が

な
い
状
況
で
す
。 

と
り
わ
け
、
病
院
や
介
護
施
設

に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー(
感
染
者

集
団)

の
発
生
や
感
染
経
路
の
不

明
な
事
象
は
極
め
て
深
刻
な
事

態
で
あ
り
ま
す
。 

経
済
の
先
行
き
な
ど
重
た
い

課
題
も
あ
り
、
先
々
を
見
通
す
こ

と
が
出
来
な
い
「
漠
然
と
し
た
不

安
」
が
募
り
ま
す
。 

「
三
密(

密
閉
・
密
集
・
密
接)

の
回
避
」
な
ど
出
来
る
こ
と
を
し

っ
か
り
実
践
し
、
「
明
け
な
い
夜

は
無
い
、
必
ず
終
息
さ
せ
る
」
と

の
思
い
を
共
有
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
札
幌
退

職
者
の
会
と
し
て
は
、
４
月
２
８

日
に
「
常
任
役
員
会
」
を
開
催
し
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
や
連
合
、
退
職
者
の

会
北
海
道
支
部
協
議
会
の
指
導
を

踏
ま
え
、
当
面
す
る
日
程
・
行
事

な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
、
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
確
認
・
決
定
を
し

ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
私
た
ち
が
主
催
す

る
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
等
で
会
食
が
伴

う
場
合
は
「
自
粛
し
延
期
、
あ
る
い

は
中
止
等
」
の
措
置
を
行
う
事
、
ま

た
、
会
食
が
伴
わ
な
い
場
合
で
も

「
極
力
自
粛
」
を
求
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

今
年
度
の
取
り
組
み
は
既
に
昨

年
の
総
会
で
確
認
い
た
だ
い
て
お

り
、
特
に
、
機
関
紙
「
さ
わ
や
か

札
幌
」
の
会
員
宅
へ
の
直
接
手
配

り
や
、「
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
」
な
ど

大
き
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
。 し

か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
が
企

画
す
る
取
り
組
み
は
、
い
ず
れ
も

が
「
会
員
間
の
親
睦
及
び
交
流
」

が
目
的
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
作
り(

濃
厚
接
触
？)

を
重

視
す
る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
行
事
等
に
つ
い
て
、

各
種
交
流
や
接
触
が
危
険
視
さ
れ 

各
種
行
事
が
中
止
・
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
で
す
が
、
当
面
、「
さ

わ
や
か
札
幌
」
は
通
常
通
り
の
発
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
さ
わ
や
か
札

幌
」
は
会
と
会
員
を
結
ぶ
重
要
な
機

関
紙
で
あ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

提
供
や
投
稿
な
ど
を
重
ね
て
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
、 

終
息
の
兆
し
は
見
え
ず
！ 

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
は 

通
常
発
行
を
維
持
！ 

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
極
め

て
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
例
年
の
取

り
組
み(

左
記)

に
つ
い
て
「
中
止
」

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
皆
様

方
の
特
段
の
ご
理
解
を
お
願
い
す
る

と
こ
ろ
で
す
。 

な
お
、
残
る
「
各
地
区
親
睦
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
９
月
の
「
ぶ
ど

う
狩
り
」
と
１
０
月
の
「
定
期
総
会
」

な
ど
年
度
後
半
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
遅
く
と
も
７
月
中
旬
を
目
途

に
「
別
途
判
断
」
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
予
防
措

置
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
で
、
こ
の

危
機
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

佐野浩一 会長 

＜例年の取り組み＞ 

・「さわやか札幌」の手配り・・・ 中止 

 

・ゴルフサークル交流コンペ（６月 10日） 

・・・・・・・・・・・・・・  中止 

・さくらんぼ狩り（７月７日） 

 ・・・・・・・・・・・・・・  中止 

・情報労連総合文化祭（７月 30 日～ 

31 日） ・・・・・・・・・・  中止 

・「会員近況」の発行 ・・・・・  中止 

 
 

一
連
の
取
り
組
み
の 

「
中
止
」
を
決
断
！ 



地　区　 　　　　　　会　　　　　　　　　員　　　　　　　　　名

【小樽市】 本田 美佐子

【石狩市】 中山　　誠 内海　英子

【当別町】 斉藤　国市

辰己　伸明 吉田　一泰 高山　広実 杉中　茂男 小林　且昌 島田　澄子

飯塚　孝志 後藤　昭三 林　　英樹

【北広島】 西川　弘樹

【恵庭市】 戸田　政弘

【千歳市】 橋本　房生 稲垣　正雄

渡邉　一正 佐々木 隆司 林　明未 井口　律子 吉田 伸一郎 藤本　貴嗣

江渕　春男 吉野 三智男 遠藤　　隆 宮谷　昭一 池田　　寛 守屋　隆文

菅野　敏廣 一戸　雅樹 羽賀　　宏 田守　真一 小野寺　朗

山内　隆之 保科　三男 小川　雅和 柳渡　栄治 菅田 ひさ子 阿部　光男

森口　昌弘 吉田　守男 伊勢谷　均 早坂　秀雄 長田　義隆 中西　是明

斉藤　修見 猪股　　剛 清　　　正 佐々木 俊治 対馬　正実 渕田　　晃

松山　清利 佐賀 美貴雄 金澤　健一 山口　則子 坂本　光明 柞山　　隆

田守　俊宏 石原　祥邦 奥田　貫一 田村　　健 吉野　健二 山本　　洋

浜田　新一 渡辺　宏康 滝沢　修一 三好　晴夫 大久　幸雄 高谷　利幸

増田　秀樹 相根　雄二 髙橋　伸一 吉田　俊幸 馬場　好晴

常盤井 武之 宮野　敏昭 加畑　友記 下村　義憲 芳賀　　昇 大和田 勝男

福田　文博 中原　英明 表　　一子 小森　和彦

伊藤　　剛 志村　　智 久保　啓二 小野寺 雄司 中嶋　精吾 菊地　禎亨

山口　悦嗣 泉谷　光洋 河原　正彦 山形　孝一 酒井　和博 石田　正勝

萩下　正彦

石井　光直 田中　　勧 野々村 慶治 井脇　隆一 大里　邦男 山下　裕子

伊藤　律子 川上　栄治 萬　　行夫

白石　正福 清野　修市 渡部　亮一 馬籠　俊夫 岩坂　　弥 小松　孝行

近藤　由春 佐藤　一実

矢野　　求 鎌田　俊之 藤岡　裕司 中島　　隆 鎌田　隆幸 中江　恭彦

高橋　裕一

【清田区】 嶋守　　仁 飯村　幹男 山本　康三 原田　博史 佐々木 克也
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【江別市】

【厚別区】

【白石区】

【豊平区】

【手稲区】

【中央区】

【北　区】

【東　区】

【西　区】

【南　区】

今年も札幌退職者の会に127名の多くの仲

間が加入しました。

第二の人生を夫婦の絆・自分の趣味のため

にと考えている方も多いと思われますが、札

幌退職者の会としては、新会員の皆さんが楽

しく健康で生き甲斐のある人生を送れるよう

に支援します。

仲間との絆を深めるため、コロナが収束し

たら、各種イベント・サークル活動に積極的

に参加しましょう！

新会員紹介 （敬称略・掲載順不同）

不
要
マ
ス
ク
の

寄
付
に
ご
協
力
を
！

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
感
染

拡
大
の
状
況
を
受
け
て
、

連
合
北
海
道
は
、
「
政
府

か
ら
配
布
さ
れ
る
マ
ス

ク
」
等
、
ご
家
庭
で
不
要

な
場
合
、
寄
付
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

５
月
１
９
日
の
「
北
海

道
新
聞
」
で
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
マ
ス
ク
を

必
要
と
し
て
い
る
、
子
供

や
高
齢
者
施
設
・
団
体

な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

「
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
・
不

織
製
布
マ
ス
ク
」
未
使

用
・
未
開
封
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

手
作
り
マ
ス
ク
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

ご
協
力
頂
け
る
方
は
、

６
月
２
５
日
ま
で
に
「
退

職
者
の
会
」
へ
、
ご
持
参

(

Ｎ
Ｔ
Ｔ
大
通
４
丁
目
ビ

ル
Ｃ
棟
４
階)

又
は
、
郵

送
で
お
願
い
し
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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私
は
旅
行
が
大
好
き
で
若
い
頃

か
ら
友
達
と
よ
く
旅
行
を
し
て
い

ま
し
た
。 

 

あ
る
時
、
妻
か
ら
「
車
中
泊
ド
ラ

イ
ブ
で
全
国
旅
行
を
し
て
い
る
人

が
い
る
」
と
聞
き
、
私
も
是
非
や
り

た
い
と
思
い
立
ち
、道
内
の
車
中
泊

ド
ラ
イ
ブ
を
や
り
始
め
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、最
初
の
本
州
方
面
へ
は

平
成
１
６
年
の
春
、７
日
間
の
日
程

で
青
森
・
秋
田
へ
約
１
０
０
０
ｋ
ｍ

の
旅
で
し
た
。 

 

 

昨
年
ま
で
１
１
回
の
本
州
方
面

の
車
中
泊
ド
ラ
イ
ブ
で
、殆
ど
の
府

県
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

最
初
の
頃
は
、１
日
２
０
０
～
３

０
０
ｋ
ｍ
を
走
行
し
ま
し
た
が
、４

回
目
位
か
ら
は
１
日
１
５
０
ｋ
ｍ

位
に
し
て
、温
泉
に
入
り
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
観
光
し
て
、宿
泊
場
所
に
は

早
め
に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

  

 

 

最
も
長
期
間
の
旅
行
は
１
７
日

間
で
、
走
行
距
離
２
５
０
０
ｋ
ｍ
の

「
四
国
・
山
陽
・
高
野
山
」
の
旅
で

し
た
。 

 

宿
泊
場
所
は
殆
ど
が
「
道
の
駅
」

で
す
が
、
高
速
の
「
Ｓ
Ａ
」
に
も
泊

ま
り
ま
し
た
。 

 

年
中
車
中
泊
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て

い
る
人
や
、
夏
の
２
～
３
か
月
を
北

海
道
で
過
す
人
な
ど
、
色
々
な
人
が

い
て
、
知
り
合
っ
た
人
達
と
の
会
話

も
楽
し
み
で
す
。
夫
婦
二
人
旅
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
男
の
一
人
旅
も
結

構
い
ま
す
。 

 

車
中
泊
ド
ラ
イ
ブ
は
な
ん
と
言

っ
て
も
春
が
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
夏
は
車
内
も
暑
く
て
大
変
で
す

し
、
秋
は
日
が
短
く
な
り
ま
す
。 

 

私
達
夫
婦
は
二
人
と
も
、
ド
ラ
イ

ブ
旅
行
が
大
好
き
な
の
で
、
「
寝
袋

と
自
前
の
枕
」
が
あ
れ
ば
車
内
で
の

寝
泊
り
は
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。 

  

 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
購
入
も 

検
討
し
ま
し
た
が
、
買
物
な
ど
日

常
の
使
い
勝
手
を
考
慮
し
て
断
念

し
ま
し
た
。 

 

車
中
泊
ド
ラ
イ
ブ
に
興
味
の
あ

る
方
は
『
カ
ー
ネ
ル
』
と
言
う
雑

誌
が
あ
り
ま
す
の
で
参
考
ま
で

に
。 

 

 

今
年
は
、
熊
野
三
山
な
ど
南
紀

方
面
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。 

 
 

我
が
家
に
は
１
１
歳

の
ト
イ
プ
ー
ド
ル
が
い

ま
す
。 

出
会
い
は
良
く
通
っ

て
い
た
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
行
く
度
に
他
の

ワ
ン
ち
ゃ
ん
達
は
い
な

く
な
る
の
に
、
一
匹
だ
け

が
寂
し
そ
う
に
残
っ
て

い
ま
し
た
。
き
っ
と
私
を

待
っ
て
い
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

 
我
が
家
に
来
て
ま
も
な
く
１

０
年
に
な
り
ま
す
。 

い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
上
目
づ
か

い
や
、
お
ね
だ
り
の
鼻
鳴
ら
し
な

ど
言
葉
は
無
く
て
も
表
情
で
何

で
も
通
じ
合
い
ま
す
。「
病
気
し

な
い
で
ネ
、
長
生
き
し
て
ネ
、
そ

し
て
、
二
人
で
一
緒
に
歳
を
と
っ

て
い
こ
う
ネ
」
と
心
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

う
ち
の
ワ
ン
コ
は
、
私
に
幸
せ

を
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
す
。 

 

フ
リ
ー
ゼ
コ
君
、
私
の
所
に
来 

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ネ
。 

 
  

車 

中 

泊 

ド 

ラ 

イ 

ブ 

で 

全 

国 

旅 

行 

熊
野 

庄
一 

(

手
稲
区) 

【ペット紹介】 河上 靖子(白石区) 

  うちの ワンコ 

    

 坂野 吉則 (中央区) 【孫紹介】『三 姫』に癒されて   

坊ちゃん・マドンナと 

出雲大社 神楽殿をバックに 

旅先でのﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰも最高！ 

愛犬のフリーゼコ君 

 

我
が
家
に
は
３
人
の
孫

娘
が
い
ま
す
。
三
姫
の
元

気
な
姿
に
い
つ
も
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

一
番
上
の
姫
は
、
６
年

生
で
、
１
年
生
の
時
か
ら

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

ず
い
ぶ
ん
上
手
に

な
り
、
安
心
し
て
一
緒
に

滑
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。   

 

最
近
は
武
道
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
等
に
挑
戦
し

頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
番
目
の
姫
は
幼
稚
園

の
年
長
さ
ん
で
す
。
３
歳

か
ら
空
手
を
習
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
そ
ろ
ば
ん
を

習
い
、
得
意
な
計
算
を
披

露
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

三
番
目
の
姫
は
こ
の
春

か
ら
幼
稚
園
に
入
り
ま
し 

た
が
、
今
は
自
宅
待
機
で
残
念 

そ
う
で
す
。 

 

我
が
家
で
は
年
に
数
回
、
ホ

テ
ル
で
合
同
の
誕
生
会
を
開
き

ま
す
。
今
年
始
め
の
誕
生
会
は 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
延
期
し
ま
し
た
。 

 

３
人
の
姫
た
ち
が
健
や
か
に

元
気
で
楽
し
ん
で
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（4月・5月生まれの方　敬称略・掲載順不同）

☆ 米 寿
大角　恒吉 柳澤　俊雄 金川　　稔 細田　利雄

☆ 喜 寿
土谷　　孝 建部美紀子 山田　　弘 仁部　寛信 高藤　恒男 菊地　昌子

根守　勝巳 小林八重子 渡邊　正男 高松　伸夫    戸田　容子　 高橋　　義

久野ミヤ子 佐藤　　武 小松　紀念 石橋　義孝 菊池　敏浩    小林　亮介　

松本　純生 湯浅　洋子

☆ 古 希　
山田　妙子 高石　京子 松井　友司 鵜飼　博美 鈴木　章勝 飯田　道夫

旭　　　博 小井出サツ子 成田みきと 須藤　陽吉 斉藤　紀子 永井　直人

縫部みね子 西村　隆博 松井優美子 白川　廣志 池田　　洋 遠藤　好男

武石　広子 佐藤　哲雄 森　　幸一 　田中　正和　 岩浅　吉郎 山代　　隆

佐藤　　均 鈴木　章子 石原　純一 佐々木親義   荒光　譲二　 松本　　修

寺井　雅夫 阿部　政昭 米内　利雄 川淵　　博 久住　純夫 熊谷　　明

太田　　誠 田中　隆一       山下　民夫　　 中川　和夫 山内　信行 池田　好雄

大場　幸治 小玉　義則 藤田　秀樹

【本人の訃報】 (受付順)

村田　忍さん 72歳(手稲区) 没０３月１３日 吉田哲也さん ８1歳(豊平区) 没０３月１５日

工藤輝夫さん 76歳(白石区) 没０３月２７日 佐藤節子さん ８6歳(厚別区) 没０１月１６日

川崎時男さん 89歳(北　区) 没０４月０６日 地主一郎さん 87歳(鎌倉市) 没０４月１４日

澤見靖男さん 76歳(厚別区) 没０４月３０日

【配偶者の訃報】
大矢　陽子様 孝明様(北　区) 没０１月２０日 西村　宏子様 正登様(千歳市) 没０４月４日

鈴木　　亨様 悦子様(清田区) 没０５月０４日 松本　昌子様 紀正様(清田区) 没０5月17日

　　ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。　（敬称略・掲載順不同）

村上　克則 小笠原克幸 工藤　泰克 藤江照代四 栗林　敏子 中村　　保

林　　伸幸 坂井ふさ子 谷　　宣廣 　山本　　勤　 大内　　正 滝山田新生

竹村　　修 荒谷美千代 池田　　洋 根守　勝巳 斉藤　勝之 小野　　正

鳴野　一美 大泉　廣己 小山田俊之 江田　輝雄 本間祥一郎 松原　淳二

福岡　高惠 小原　　誠 三国谷昭英 深山　茂乃 成毛　　勉 酒井　康男

楠　　寛幸 日置富美子 渡辺　啓子 川村　幸枝 千葉　　勲 竹田　哲雄

高橋　健二 宮越　宏之 大谷　俊夫 田村　勝彦 阿達　孝次 多田　　正

石塚　正憲 末永　武男 山内　光弘 佐々木勝義 相馬　政雄 本間　　忠

小島　智子 西内　満江 平崎　　博 中田　晋治 藤澤　行雄 長屋　　充

高橋　正嗣 水野 重太郎 磯田　弘子 楢山　隆敏 八田　健一 今井　　務

白石　則麿 千葉 美智子
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古切手・リングプル・書き損じハガキを戴きありがとうございます

おめでとうございます

お悔やみ申し上げます


